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に関わる遺伝子の SRS2 と RAD52 を欠失した変異体に導入された T-DNA 分子の構造解
析ならびにAMT法以外の方法による線状および環状DNAの導入効率の解析結果から，











グラム陰性菌である大腸菌を受容細胞とし，T-DNA 輸送用のニッカーゼ VirD2 が作用
して輸送を主導する RB配列を持つプラスミド（T-DNAモデルプラスミド）と接合伝達
で輸送される可動性プラスミドのニッカーゼ遺伝子 mobと転移起点（oriT）をもつプラ
スミドを用意し，それぞれ Agrobacterium から VirB/D4 - 4 型輸送系によって大腸菌
BW25113 ならびに酵母菌 BY4742 へ輸送する比較実験を行った。VirD2 による T-DNA
輸送は，Mob によるプラスミド伝達に比べ効率は低いものの，大腸菌でも輸送完了体を
得ることができた。輸送後のプラスミドの構造を解析すると，RB 配列とその周辺の塩




頻度が高いことがわかった。それに加えて，自己伝達能を持つ F プラスミドと RP4 プ
ラスミドの接合伝達効率も同様のヌクレアーゼ変異体で上昇することがわかった。これ














 DNA repair genes RAD52 and SRS2, a cell wall synthesis regulator gene SMI1, and the 
membrane sterol synthesis scaffold gene ERG28 are important in efficient  
Agrobacterium-mediated yeast transformation with chromosomal T-DNA. 
Ohmine Y, Satoh Y, Kiyokawa K, Yamamoto S, Moriguchi K, Suzuki K (2016) 
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